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徳
山
大
学
創
立
二
十
日
年

記
念
式
典
挙
行
さ
れ
る

平
成
二
年
十
月
二
十
日
、
徳
山
大
学

記
念
館
に
お
い
て
徳
山
大
学
創
立
二
十

周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
来
賓

と
し
て
、
学
校
法
人
中
央
学
院
理
事
長
、

学
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
界
か
ら
多

数
の
出
席
者
を
迎
え
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
た
。

今
回
記
念
事
業
と
し
て
、
創
設
者
高

村
坂
彦
先
生
銅
像
建
立

（
■
月
五
日
除

幕
）
、
吉
田
松
陰
の
主
宰
し
た
松
下
村

塾
の
建
物
の
模
築

（十
月
五
日
除
幕
）、

学
校
裏
の
沼
周
辺
の
遊
歩
道
整
備
、
小

説
家
の
澤
地
久
枝
の
講
演
会

（十
月
二

十

一
日
徳
山
市
文
化
会
館
）
七
月
に
は

日
米
親
善
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
な
ど
行
わ

れ
た
。

校
友
会
か
ら
は
大
学
の
正
門
脇
に
、

建
学
の
精
神
の
碑
を
建
立
し
、
卜
月
二

十

一
日
に
は
校
友
会
長
、
副
会
長
等
に

よ

っ
て
除
幕
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、

記
念
館
裏
に
学
生
仮
駐
車
場

（自
動
車

用
約
二
百
五
十
台
収
容
）
の
設
置
、
カ

レ
ツ
ジ
か
ら

ユ
ニ
バ
ー
シ
ィ
テ
ィ
と
し

て
の
第

一
歩
と
し
て
新
学
部
構
想
も
着

着
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
す

ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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第
二
十

一
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
は

十

一
月
二
日
、
大
学
各
リ
ー
グ
の
覇
者

十
校
が
参
加
し
て
神
宮
球
場
で
開
幕
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

準
々
決
勝
か
ら

登
場
の
徳
山
大
学

（西
部
地
区
代
表
）は
、
立
教
大
学
（東

京

六
大
学
代
表
）
と
対
戦
し
た
。

前
回
徳
山
大
学
は
、
西
部
地
区
代
表

決
定
戦
で
四
国
六
大
学
代
表
の
松
山
大

学
に
惜
し
く
も
敗
れ
、
今
大
会
で
は
そ

の
雪
辱
に
燃
え
中
国
六
大
学
を
制
し
、

西
部
地
区
代
表
決
定
戦
で
は
四
国
地
区

代
表
の
高
知
大
学
に
快
勝
し
神
宮
大
会

へ
と
臨
ん
だ
。

一
方
、
東
京
六
大
学
の
覇
者
立
教
大

学
も
優
勝
決
定
戦
ま
で
も

つ
れ
込
み
、

法
政
大
学
を
振
り
切
り
神
宮
大
会

へ
と

進
ん
だ
。

対
戦
相
手
の
立
教
大
学
は
、
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
上
位
指
名
の
噂
の
あ

っ
た
山

口
を
軸
と
し
た
走
攻
守
と
も
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
好
チ
ー
ム
。

予
想
で
は
立
教
大
学
優
位
の
な
か
、

徳
山
大
学
投
手
陣
が
二
、
三
点
内
に
お

さ
え
込
め
る
か
ど
う
か
が

一
つ
の
カ
ギ

で
あ

っ
た
。

試
合
は
快
晴
の
も
と
、
午
後
二
時
三

十
五
分
試
合
開
始
。
先
攻
は
徳
山
大
学

一
回
の
表
は
あ
え
な
く
三
者
凡
退
。
そ

の
裏
、
徳
山
大
学
の
先
発
、
右
腕
の
川

越
は
制
球
に
苦
し
み
満
塁
の
ピ
ン
チ
を

む
か
え
る
も
、
二
者
連
続
三
振
で
後
続

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。

続
く
二
回
の
表
、
徳
山
大
学
は
、
四

番
山
下
の
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
を
足
が

か
り
に
八
番
河
田
の
ラ
イ
ト
線
の
タ
イ

ム
リ
ー
ニ
塁
打
に
よ
り

一
点
を
先
取
し

た
が
、
そ
の
裏
立
教
大
学
も
す
ぐ
さ
ま

一
点
を
返
し
た
。

五
回
に
は
、
八
番
河
田
の
ラ
イ
ト
前

ヒ
ッ
ト
、
九
番
川
越
の
送
リ
バ
ン
ト
を

敵
野
選
で
ノ
ー
ア
ウ
ト

一
塁
、
二
塁
。

続
く

一
番
斉
藤
が
、
内
野
手
の
意
表
を

突
く
絶
妙
の
セ
ー
フ
テ
ィ
バ
ン
ト
で
ノ

ー
ア
ウ
ト
満
塁
と
し
た
あ
と
、
二
番
桝

井
の
犠
打
で
ま
ず

一
点
、
さ
ら
に
二
番

山
中
が
左
中
間
を
抜
く
二
塁
打
で
二
点

を
入
れ
合
計
三
点
を
奪
い
取

っ
た
。

こ
の
あ
ざ
や
か
な
速
攻
に
立
教
大
ベ

ン
チ
と
場
内
は

〃徳
山
大
学
強
し
″
の

空
気
が
流
れ
た
が
、
さ
す
が
は
東
京
六

大
学
の
王
者
立
教
大
学
は
そ
の
裏
、
七

番
太
田
、
八
番
古
内
ら
の
連
続
二
塁
打

に
よ
り
三
点
を
返
し
四
対
四
で
ふ
た
た

び
振
り
出
し
に
戻

っ
た
。

中
盤
ま
で
は
徳
山
大
学
が
先
手
先
手

に
試
合
を
押
し
進
め
、
そ
の
後
も
徳
山

大
学
の
川
越
の
力
投
に
よ
り
両
者
同
点

の
ま
ま
、　
つ
い
に
今
大
会
初
の
延
長
戦

へ
と
も

つ
れ
込
ん
だ
。

十
回
よ
り
徳
山
大
学
は
川
越
か
ら
山

田
へ
の
好
継
投
で
以
後
、
立
教
打
線
を

押
さ
え
た
が
、
三
度
の
決
勝
点
を
挙
げ

る
チ
ャ
ン
ス
に
あ
と

一
本
ヒ
ッ
ト
が
続

か
ず
、
迎
え
た
十
五
回
、
ノ
ー
ア
ウ
ト

一
塁
か
ら
田
島
の
ラ
イ
ト
線
二
塁
打
と

返
球
ミ
ス
の
間
に
決
勝
点
を
奪
わ
れ
惜

し
く
も
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
、
三
時

間
五
十
分
の
熱
戦
に
幕
が
降
ろ
さ
れ
た
。

試
合
後
、
柴
村
太
監
督
は

「
投
手
は

初
め
か
ら
継
投
し
て
い
く

つ
も
り
だ

っ

た
。
川
越
の
調
子
は
決
し
て
良
く
な
か

っ
た
が
、
よ
く
踏
ん
ば

っ
て
九
回
ま
で

投
げ
て
く
れ
た
。
二
回
に

一
点
、
五
回

に
三
点
を
と

っ
た
そ
の
裏
に
す
ぐ
同
点

に
さ
れ
た
の
が
悔
ま
れ
る
。
負
け
は
じ

た
が
み
ん
な
よ
く
や

っ
て
く
れ
た
。
こ

の
敗
戦
は
き

っ
と
来
季
に
つ
な
が
る
と

思
う
。
次
回
は
是
非

一
勝
を
し
た
い
。」

と
選
手
の
健
闘
を
た
た
え
、
来
季

へ
む

け
て
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
た
。

平
成
二
年
度
ク
ラ
ブ
活
動
お
も
な
成
績

全
日
本
大
学
対
抗
駅
伝
出
場

山
根
　
　
仁

（
三
年
）

。
中
四
国
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選

手
権
大
会

ハ
ン
マ
ー
投
げ
優
勝

・
中
四
国
学
生
陸
上
競
技
選
手
権

大
会

ハ
ン
マ
ー
投
げ
優
勝

上
村
　
章
人

（
三
年
）

。
中
四
国
学
生
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
や
り
投
げ
優
勝

レ
ス
リ
ン
グ
部

嶋
　
　
也
幸

（
四
年
）

。
西
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
五
十
七
キ
ロ
級
フ
リ
ー
優
勝

・
国
民
体
育
大
会
　
三
位

高
田
和
拓

（
二
年
）

。
西
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
六
十
八
キ
ロ
級
フ
リ
ー
優
勝

・
西
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
六
十
八
キ
ロ
級
グ
レ
コ
優
勝

。
西
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
春
季
新
人

戦
六
十
八
キ
ロ
級
優
勝

末
　
　
雅
次

（
四
年
）

。
西
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
百
三
十
■
口
級
優
勝

。
国
民
体
育
大
会
　
五
位

ボ
ク
シ
ン
グ
部

西
本
　
浩
二

（
一
年
）

。
中
国
大
学
ア
マ
チ

ュ
ア
ボ
ク
シ

ン
グ
選
手
権
大
会
ウ
エ
ル
タ
ー

級
優
勝

・
中
国
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
新
人
選

手
権
大
会
ラ
イ
ト
ウ
エ
ル
タ
ー

級
優
勝

野
田
　
佳
明

（
二
年
）

中
国
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
新
人
選
手

権
大
会
ウ
エ
ル
タ
ー
級
優
勝

水

泳

部

中
村
　
英
生

（
二
年
）

・
中
四
国
学
生
水
泳
選
手
権
大
会

百
メ
ー
ト
ル
背
泳
優
勝

a
ヽ

▽
準
々
決
勝

徳
山
大
学

立
教
大
学

（
延
長
十
五
回
）

ゴ
ル
フ
部

中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
春

・
秋
季

一
部

リ
ー
グ
戦
優
勝

岡
茂
　
洋
雄

（
四
年
）

。
全
日
本
学
生
ゴ
ル
フ
王
座
決
定

戦
ベ
ス
ト
八

・
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
連
盟
会
長

杯
優
勝

。
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
秋
季

一
部

校
リ
ー
グ
戦
最
優
秀
選
手
賞

。
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
王
座
決
定

戦
優
勝

西
倉
　
修
二

（
二
年
）

。
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
春
季

一
部

校
り
―
グ
戦
最
優
秀
選
手
賞

サ
ッ
カ
ー
部

総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

中
国
地
区
予
選
優
勝

硬
式
野
球
部

中
国
六
大
学
野
球
春

・
秋
季
リ
ー
グ

戦
優
勝

軟
式
野
球
部

滝
山
　
知
由

（
二
年
）

・
西
日
本
軟
式
野
球
秋
季
り
―
グ

戦
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
賞

（外
野
手
）

柔
道
部

久
手
堅
　
隆

（四
年
）

。
中
四
国
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
六
十
五
キ
ロ
以
下
優
勝

西
田
　
隆
幸

（
四
年
）

‥
甲
四
国
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
七
十

一
キ
ロ
以
下
優
勝

戸
川
　
　
崇

（
二
年
）

。
全
日
本
新
人
体
重
別
柔
道
選
手

権
大
会
中
国
地
区
予
選
九
十
五

キ
ロ超
級
優
勝

ラ
グ
ビ
ー
部

全
国
地
区
対
抗
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
中
国
地
区
予
選
優
勝

陸
上
競
技
部
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徳
山
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
米
親
善
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
が
七
月
四
日
記
念
館
で
行
わ

れ
た
。

今
回
で
第
九
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大

会
は
、
昭
和
四
十
九
年
ァ
メ
リ
カ
の
選

手
を
迎
え
て
は
じ
ま
り
、
五
十
四
年
か

ら
日
本
学
生
代
表
チ
ー
ム

（大
東
文
化

大
、
山
梨
学
院
大
、
徳
山
大
）
が
隔
年

で
遠
征
し
、
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。

多
数
の
観
衆
の
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
６
１
５
で
本
学
チ
ー
ム
が
勝

っ

た
。
こ
の
中
で
五
十
七
キ
ロ
級
で
出
場
し

ヽ

た
嶋
君
は
、
国
体
で
堂
々
３
位
の
成
績

を
お
さ
め
、
ま
た
百
ち
級
の
末
君
は
山

口
県
選
手
団
の
旗
手
を

つ
と
め
た
。

八
月
に
は
韓
国
遠
征
も
敢
行
さ
れ
、

内
外
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
活
躍
が
み
ら

れ
る
い
る
。

（写
真
下
）

日
米
親
善
レ
ス
リ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（写
真
左
上
）

国
体
開
会
式

入
場
行
進
で
旗
手
を

つ
と
め
る
末
選
手

第 2回 日米 レスリング大会結果

ク ラ ス
カリフォルニア州
大学 選抜 チ ーム 勝 敗 徳山大学チーム

団   長 ジム ルー ト 八田 善穂

監   督 マイク ヴァデュゴ 三宅  岡」

48キ ロ ショウン ドラー ○ 山根 宣夫 (4年 )

52キ ロ オーラン ド モ ンテロ ○ 林  秀樹 (4年 )

57キ ロ ブランド ケオスキー ○ 嶋  也幸 (4年 )

57キ ロ ジュ ア ン パ デ ィ ラ 〇 宮下 武士 (4年 )

62キ ロ ○ 工藤 誠之 (2年 )

68キ ロ ,-4)> z.l)v) ○ 高田 和拓 (2年 )

68キ ロ ルイ サルケ ド ○ ○ 渡部  誠 (3年 )

74キ ロ ジョン ピープラー ○ 新田 和則 (3年 )

82キ ロ ケヴィン アイバ ー ○ 中田 浩司 (2年 )

100キ ロ I - Z 7u r" 1.. o ○ 林   健 (2年 )

100キロ以 _1■ ディーン ワズワース 〇 末  雄二 (4年 )

第
二
十
回
ポ
プ
ラ
祭
が
十
月
二
十
六

日
、
十

一
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
ご^
ｏ
げ
ｏ
ｏ
ｏ
甲

”〓
“
ａ

こ
二
十
周
年
の
今
年
を
ひ
と

つ

の
区
切
り
と
し
て
、
二
十

一
回
、
二
十

二
回
と
意
義
あ
る
す
ば
ら
し
い
大
学
祭

と
し
て
続
い
て
い
く
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

メ
イ
ン
行
事
の
ひ
と

つ
の
リ
ン
ド
バ

ー
グ

コ
ン
サ
ー
ト
は
徳
大
記
念
館
に
超

満
員
の
千
四
百
名
を
集
め
て
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
た
。

他
に
も
、
ク
イ
ズ
、
の
ど
自
慢
、
ミ

ス
コ
ン
な
ど
、
比
較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
企
画
の
中
に
も
学
生
ら
し
い
真
摯

な
情
熱
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
は
ラ
ス
ト
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム

を
囲
ん
で
感
極
ま

っ
て
い
た
学
生
達
の

表
情
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

っ

た
。

_ヽ⌒

十

一
月

一
日
、
二
日
、
恒
例
の
強
歩

大
会
、
萩
往
還
踏
破
が
行
わ
れ
た
ｃ
午

前
八
時
山
口
瑠
璃
光
寺
を

エ
イ
エ
イ
オ

ー
の
掛
け
声
に
よ

っ
て
学
生
六
十

一
名

職
員
四
名
の

一
行
は
出
発
し
た
。
当
日

は
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
の
も
と
、
絶
好

の
日
和
と
な

っ
た
。

昼
食
で
は
初
め
て
女
子
学
生
だ
け
で

作

っ
た
豚
汁
が
配
ら
れ
、
ひ
と
と
き
の

休
息
に
学
生
達
も
や
す
ら
い
だ
表
情
で

あ

っ
た
ｃ
ま
た
、
各
旧
跡
の
説
明
に
つ

い
て
も
、
学
生
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
学
生
の
手
作
り
に

よ
る
行
事
と
い
う
印
象
が
残

っ
た
ｃ

午
後
六
時
三
十
分
、
約
３５
キ
ロ
の
山
道

の
コ
ー
ス
を
全
員
踏
破
、
そ
の
中
に
は

足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
頑
張

っ
た
女

子
学
生
、
下
駄
で
歩
い
た
者
、
四
年
間

参
加
し
た
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ

マ
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ

っ
た
ｃ
い
か
に

も
、
汗
と
涙
の
青
春
と
い
う
言
葉
の
似

合
う

一
日
で
あ

っ
た
。
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校 友 会 誌  〔4〕

校
友
会
役
員
は
二
年
に

一
度
改
選
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
そ
の
年
に
あ

た
り
改
選
が
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
役

員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

会
　
　
長

豊
　
岡
　
正

（
一
期

副

会

長

古
　
谷
　
幸

（
七
期

国
　
広（

一
期
　
・

企
画
部
長

藤
　
岡
　
正

（
二
期
　
・

組
織
強
化
部
長

三
　
島
　
隆

（
三
期

事
業
部
長

井
　
上
　
基

（
二
期

情
宣
部
長

中
　
村
　
道

（
十

一
期

一可

徳
山
市
役
所
）

男
徳
山
市
議
会
議
員

）

守思

中
国
ア
セ
チ
レ
ン
Ｈ
）

史
徳
山
大
学
総
合

経
済
研
究
所
）

史
徳
山
大
学
教
務
部

教
務
課
）

義
井
上
保
険
サ
ー
ビ
ス
）

陽徳
山
大
学
学
生
部

学
生
生
活
課

）

事
務
局
長

磯

村

泰

将

（
四
期
　
徳
山
市
役
所

）

監
　
　
査

岡
　
　
　
浩
　
治

（
八
期
　
大
正
海
上
火
災
）

柴
　
村
　
　
　
太

（
九
期
　
徳
山
大
学
学
生
部

学
生
主
事
室
）

存
在
感
の
あ
る
集
合
体
に

校
友
会
会
長
　
菫
長
　
岡
　
正
　

何̈
（
一
期
生
）

べ
き
と
、
磯
村
事
務
局
長
、
藤
岡
企
画

部
長
、
三
嶋
組
織
強
化
部
長
ら
が
機
構

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
幸
い
三
好
理
事
長
に
も
こ
の
改
革

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
十

一
月
よ
り
大

学
本
館

一
階
に
事
務
所
を
開
設
し
た
。

皆
さ
ん
の
近
く
で
Ｏ
Ｂ
会
結
成
の
動
き

が
あ
れ
ば
、
何
か
し
ら
お
手
伝
い
で
き

る
の
で
、
ぜ
ひ
朗
報
を
お
知
ら
せ
願
い

た
い
。

私
学
の
経
営
は
寄
付
行
為
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
母
校
の
た
め
に
校
友

会
が
寄
与
、
貢
献
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
徳
山
大
学
の
経
営
に
も
直

接
参
画
す
べ
く
、
校
友
会
代
表
の
理
事

会
加
入
を
近
い
目
標
と
し
、
徳
山
大
学

の
将
来
を
担

っ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
教
授
会
対
立
抗
争
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
事
件
に
対
し
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
恩
師
を
心

配
す
る
声
に
始
ま
り
、
事
件
を
憂
い
、

大
学
の
将
来
を
危
ぶ
む
意
見
な
ど
、
す

べ
て
が
卒
業
生
の
純
粋
な
心
情
を
伝
え

る
も
の
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
学
園
紛
争

の
な
い
大
学
を
と
創
設
さ
れ
た
徳
山
大

学
に
あ

っ
て
、
誠
に
遺
憾
な
こ
と
。
こ

れ
ら
皆
さ
ん
の
声
を
集
約
し
、
和
解
と

従
前
ど
お
り
の
教
授
会
の
運
営
を
と
、

三
好
理
事
長
、
村
田
学
長
に
中
し
入
れ

て
き
た
。
さ
ら
に

「
和
解
な
く
し
て
新

学
部
構
想
は
な
い
」
と
も
伝
え
、
三
年

越
し
の
紛
争
は
よ
う
や
く
事
実
上
の
解

決
を
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
十
周
年
は
あ
ま
た
の
辛
苦
を
な
め

幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
迎
え
た
。
意

気
軒
高
た
る
ポ
プ
ラ
の
本
に
負
け
じ
と

徳
山
大
学
の
隆
盛
を
願
い
、
そ
の
将
来

を
担
う
べ
く
校
友
会
は
新
た
な

一
歩
を

踏
み
出
し
た
い
。
今
後
と
も
同
窓
生
の

皆
さ
ん
や
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
衷
心
よ
り
お
願
い
し
た
い
。

ご

　

挨

　

拶

再
び
会
長
を
、
と
の
幹
事
会
の
御
推

挙
に
よ
り
、
微
力
な
が
ら
徳
山
大
学
の

発
展
の
た
め
に
尽
し
た
い
と
お
引
き
受

け
し
た
．
ま
ず
は
校
友
会
が

「
存
在
感

の
あ
る
集
合
体
に
な
ら
ね
ば
」
と
、
組

織
強
化
を
当
面
の
課
題
と
し
、
役
員
が

一
九
と
な

っ
て
頑
張
る
所
存
で
あ
る
。

去
る
十
月
二
十
日
、
徳
山
大
学
創
立

二
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ

れ
た
。
二
■
周
年
記
念
行
事
の

一
つ
、

建
学
の
碑
を
寄
贈
す
る
た
め
役
員
数
名

と
式
典
に
参
列
し
た
が
、
開
学
当
初
、

我
々
の
手
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
値
栽
し
た

ポ
プ
ラ
の
本
の
成
長
を
目
前
に
し
、
改

め
て
二
十
年
の
歳
月
が
し
み
じ
み
と
感

じ
ら
れ
た
。
背
丈
に
も
足
り
な
か

っ
た

苗
木
は
学
舎
よ
り
高
く
、
大
木
と
な
り

真

っ
直
ぐ
天
に
向

っ
て
い
る
。
徳
山
大

学
も
地
域
活
性
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
現

在
、
産
業
経
済
の
振
興
や
教
育
文
化
の

振
興
に
不
可
欠
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
使
命
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な

っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も

と
三
好
理
事
長
、
村
田
学
長
は
、
十
八

歳
人
口
激
減
期
を
呪
ん
だ
新
学
部
構
想

を
打
ち
出
さ
れ
た
。
中
四
国

。
九
州
地

区
で
は
初
め
て
と
思
わ
れ
る
情
報
学
部

を
平
成
五
年
度
に
新
設
す
る
計
画
で
、

既
に
構
想
は
ス
タ
ー
ト
。
校
友
会
も
こ

れ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
卒
業
生
は
六
千
二
百
余
名
に

も
及
ぶ
ｃ
皆
さ
ん
の
各
分
野
で
の
ご
活

躍
は
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
私
の
周

囲
に
も
企
業
や
地
域
に
あ

っ
て
、　
″な

く
て
は
な
ら
ぬ
人
材
″
と
し
て
頑
張

っ

て
い
る
友
人
は
多
い
。
そ
の
こ
と
が
校

友
会
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
り
、
徳
山

大
学
の
社
会
的
評
価
を
上
げ
る
こ
と
に

な
る
。
校
友
会
は
正
に

「
大
学
と
の
運

命
共
同
体
」
で
あ
る
。

冒
頭
の
抱
負
に
戻
る
が
、
校
友
会
を

難
し
く
考
え
る
必
要
は
な
い
。
卒
業
生

相
互
の
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
十
分
こ
と

足
り
る
。
六
千
二
百
余
名
が
有
機
的
に

結
ば
れ
、
そ
の
輪
が
広
が
れ
ば
よ
い
ｃ

私
の
勤
め
る
徳
山
市
役
所
で
は
、
昨
年

二
十
数
人
が
集

っ
て
職
域
Ｏ
Ｂ
会
を
作

っ
た
。
西
京
銀
行
に
も
二
十
人
の
卒
業

生
が
い
る
と
聞
き
、
是
非
Ｏ
Ｂ
会
を
と

話
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
て
地
域
支
部
は

既
に
山
口
県
東
部

。
広
島

・
関
東
で
結

成
ｃ
関
西
支
部
を
作
ろ
う
と
い
う
兆
し

も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
も
既
に
多
く
結
成
さ
れ
、
十
月
二
十

七
日
に
は
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
会
に
磯
村
事

務
局
長
が
出
席
し
た
ｃ

こ
う
し
て
母
校
愛
に
育
ま
れ
て
作
ら

れ
た
輪
が
手
を
携
え
て
い
け
ば
、
校
友

会
は
存
在
感
あ
る
集
合
体
と
な
る
。
こ

う
し
た
考
え
か
ら
期
別
代
議
員
制
を
見

直
し
、
地
域

（支
部
）
や
職
域
、
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
の
代
表
者
で
構
成
す
る

評
議
会

（仮
称
）
で
校
友
会
を
運
営
す

今
度
、
幹
事
会
に
お
い
て
副
会
長
に

ご
推
挙
頂
き
お
引
受
け
致
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
ｃ
昭
和
六
三
年
に
発
足
し
た

山
口
県
東
部
支
部
の
支
部
長
と
し
て
、

母
校
の
お
ひ
ざ
も
と
の
徳
山
に
在
住
し

て
お
り
ま
す
し
、
今
後
兼
任
で
活
動
と

い
う
事
に
な
る
わ
け
で
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
会
長
の
手
助
け
を
し
な
が

ら
、
全
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も

り
で
す
。

大
学
も
十
月
に
創
立
二
十
周
年
記
念

式
典
を
終
え
、
今
後

一
層
の
飛
躍
を
成

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
ｃ
学

生
諸
君
の
現
在
の
活
躍
は
御
存
知
の
通

り
で
、　
一
層
大
学
の
歴
史
も
深
ま

っ
て

い
く
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
Ｏ
Ｂ
諸
氏

に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
社
会
的
分
野
で
ご

活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
状
況
も
大
学
の
歴
史
を
築
く

の
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。
又
、
御
心
配
さ
れ
て
お

ら
れ
た
大
学
の

一
連
の
内
部
問
題
も
、

理
事
会
で
は
和
解
の
決
定
を
さ
れ
た
わ

け
で
す
し
、　
マ
ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ

ま
し
た
の
で
御
存
知
の
事
と
思
い
ま
す
ｃ

校
友
会
と
し
て
も
早
く
解
決
を
し
て
頂

き
た
い
と
の
要
望
を
、
理
事
長

・
学
長

に
お
願
い
を
し
て
お
り
、
方
向
が
出
さ

校
友
会
副
会
長
　
古
【
　

谷

　

圭
・
　

一男

（
七

期

生

）

れ
た
と
い
う
事
を
喜
ん
で
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
ｃ

さ
て
、
校
友
会
自
体
の
事
で
あ
り
ま

す
が
、
会
長
の
提
言
も
あ
り
、
幹
事
会

で
組
織
の
見
直
し
、
事
務
職
員
の
増
員

校
友
会
室
の
確
保
は
大
学
の
御
協
力
を

頂
き
、
ほ
ぼ
成
し
得
て
お
り
ま
す
ｃ
ま

だ
二
十
年
と
い
う
若
い
歴
史
の
大
学
で

は
あ
り
ま
す
が
、
六
千
余
名
の
卒
業
生

を
出
し
、
こ
れ
だ
け
の
会
員
を
有
す
る

校
友
会
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
点
で
見

直
し
を
し
て
い
く
時
期
が
来
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
、

学
生
時
代
よ
り
望
ん
で
お
り
ま
し
た
学

部
増
設
に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
期
が
来

て
お
り
、
大
学
側
で
も
準
備
を
進
め
て

お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
校
友

会
も
大
学
と
運
命
共
同
体
と
し
て
頑
張

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
地

域
、
職
域
な
ど
、
徳
大
の
卒
業
生
の
連

帯
意
識
を
よ
り
深
め
て
い
く
事
が
、
後

輩
諸
氏
の
励
み
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
事
が
歴
史
を
築
い
て
い

く
大
き
な
役
割
に
な

っ
て
い
く
と
考
え

ま
す
ｃ
私
も
、
校
友
会
は
も
ち
ろ
ん
、

大
学
の

一
層
の
発
展
の

一
助
と
な
る
様

に
、
微
力
で
す
が
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
中
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｂ
諸

氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
中

し
上
げ
ま
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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徳
山
大
学
情
報
学
部

新
設
の
構
想
に
つ
い
て

総
合
大
学
へ
の
第

一
歩
と
し
て
新
学

部
設
置
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。

大
学
の
発
展
の
上
で
も
是
非
実
現
さ
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
新
学
部
設
立
準
備
室
を
訪
問
し
、

お
話
を
伺

っ
た
の
で
、
要
旨
を
報
告
し

ま
す
ｃ一

、
設
置
の
趣
旨
に
つ
い
て

周
知
の
と
お
り
昭
和
四
十
六
年
、
徳

山
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
後
昭
和
五
十

一
年
に
は
経
営

学
科
の
増
設
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
徳

山
女
子
短
期
大
学
経
営
情
報
学
科
が
設

立
さ
れ
た
ｃ
こ
こ
で
本
学
は
、
創
立
二

十
周
年
を
契
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を
め

ざ
す
と
同
時
に
、　
社
会
の
要
請
に
応

え
、
地
域
経
済
、
文
化
の
発
展
向
上
に

貢
献
す
る
た
め
情
報
学
部
の
設
置
を
考

え
た
ｃ

二
、
情
報
学
部
設
置
の
理
由

に
つ
い
て

近
年
、
情
報
化
の
進
展
は
著
し
く
、

情
報
化
の
波
は
社
会
構
造
の
変
化
、
さ

ら
に
は
市
民
生
活
ま
で
変
動
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
そ
の
要
と
な
る
情
報
関
係
人

材
の
要
請
に
つ
い
て
は
大
学
に
高
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

情
報
関
係
学
部
は
、
山
口
県
内
は
勿
論

の
こ
と
、
中

・
四
国

。
九
州
地
区
に
お

い
て
も
開
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
学
が

そ
の

一
翼
を
担
う
こ
と
は
、
非
常
に
意

義
深
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
構
想
の
概
要
に
つ
い
て

∝
　
名
　
　
称

情
報
学
部
情
報
学
科

（仮
称
）

②
　
入
学
定
員

二
百
名

（完
成
年
次
八
百
名
）

０
　
修
業
年
限
　
　
四
年

四
　
経
　
　
費
　
　
十
数
億
円

四
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
色
に

つ
い
て

一
般
教
育
段
階
か
ら
、
基
礎
的
な
情

報
教
育
を
と
り
入
れ
る
。
専
門
教
育
科
目

は
、
情
報
処
理
技
術
と
社
会
諸
科
学
が

相
互
に
補
完
し
合
う
構
成
と
す
る
。
社

会
諸
科
学
は
問
題
解
決
の
技
法
に
重
点

を
置
き
、
従
来
の
経
済
学
、
経
営
学
、

法
学
等
の
枠
組
を
超
え
た
も
の
と
す
る
ｃ

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
活
用
し
、
か
つ
社
会

環
境
を
分
析

・
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
産
業
人
の
育
成
を
目
的
と
し
、
学
科

目
の
細
部
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
あ
る
。

以
上
が
概
要
で
あ
る
が
、
新
学
部
の

早
期
実
現
を
願

っ
て
止
ま
な
い
も
の
で

あ
る
。

Ｃ
は
じ
め
に

開
学
２０
年
、
我
が
徳
山
大
学
も
よ
う

や
く
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
地
方
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
、

教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
両
面
に
お
い
て
、

全
国
レ
ベ
ル
に
達
し
、
着
実
に
発
展
す

る
母
校
を
見
る
に
つ
け
、　
一
卒
業
生
と

し
て
、
誠
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
も
年
々
増
加
し
、
校
友

会
も
、
事
業
内
容
、
そ
の
他
諸
活
動
に

お
い
て
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

数
年
来
同
じ
内
容
の
活
動
が
続
く
中
で

「
も

っ
と
組
織
を
充
実
し
た
も
の
に
」

と
い
う
意
見
が
多
く
、
①
事
務
局
の
充

実
　
②
組
織
の
機
構
の
見
直
し
　
を
二

本
め
柱
と
し
て
、
改
革
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
、
平
成
２
年
度
の
第
２
回
幹
事

会
に
お
い
て
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

以
下
、
具
体
的
に
そ
の
内
容
に
つ
い

て
記
載
い
た
し
ま
す
。

４
　
事
業
部

（特
別
会
計
）

①
学
生
寮
の
経
営
　
②
校
友
会
喫
茶

部以
上
が
主
な
活
動
内
容
で
す
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
く
方
針

で
す
ｃ

Ｏ
機
構
改
革
に
つ
い
て

１
　
事
務
局
の
改
善

事
務
局
に
つ
い
て
は
、
現
在
学
生
課

内
に
事
務
局
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
本

年
Ｈ
月
よ
り
新
た
に
大
学
内
に

一
室
を

設
け
、
事
務
局
と
し
て
開
設
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
務
局
長
は
、
専
従
職

員
を
置
き
、
事
務
局
長
、
事
務
職
員
の

２
人
体
制
を
取
る
こ
と
で
検
討
し
て
い

ま
す
ｃ

２
　
機
構
の
見
直
し

機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
校
友

会
に
広
く
多
く
の
意
見
を
汲
み
上
げ
る

た
め
、
関
係
各
団
体
か
ら
評
議
員
を
選

出
し
、
そ
の
中
か
ら
幹
事
を
選
出
す
る

方
向
で
進
め
て
い
ま
す
ｃ

Ｃ
将
来
展
望
に
つ
い
て

校
友
会
の
将
来
展
望
と
し
て
、
今
年

度
中
に
、
組
織
の
見
直
し
に
と
も
な
う

規
約
改
正
等
を
図
り
、
今
後
は
、
各
県

に
お
い
て
支
部
を
結
成
し
、
就
職
、
入

学
等
に
関
す
る
情
報
収
集
等
、
校
友
会

員
の
地
域
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
検
討
し
、

人
的

。
物
的
両
面
に
お
い
て
大
学
を
支

援
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
学
２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

学
内
に
建
学
の
碑
を
建
立
寄
贈
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
単
年
度
予
算
内

で
執
行
で
き
る
も
の
で
す
が
、
将
来
的

に
は
、
広
く
全
会
員
の
寄
付
と
、
積
立

基
金
と
を
合
わ
せ
た
、
大
学

・
校
友
会

に
と

っ
て
有
効
活
用
で
き
る
施
設
の
建

設
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
徳
山
大
学
の
増
々
の
発
展
を

願

っ
て
、
校
友
会
組
織
の
充
実
を
目
指

し
、
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

写
真
右

全
国
大
会
出
場
を
祝
し
て
商
店

街
よ
り
横
断
幕
が
出
さ
れ
た

（徳
山
市
銀
南
街
）

写
真
左

す
く
す
く
と
成
長
し
た
ポ
プ
ラ

○
事
業
内
容
に
つ
い
て

校
友
会
は
、
専
門
部
と
し
て
、
企
画

部
、
情
宣
部
、
組
織
強
化
部
、
事
業
部

の
４
つ
の
部
会
を
持
ち
、
現
在
次
の
よ

う
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
ｃ

ｌ
　
企
画
部

①
卒
業
生
記
念
品
　
②
校
友
会
文
庫

③
資
産
運
用
に
つ
い
て

２
　
情
宣
部

①
機
関
誌
の
発
行
　
②
広
報
活
動

３
　
組
織
強
化
部

①
各
県
支
部
の
設
立
　
②
学
生
団
体

助
成
　
③
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
助
成

開
学
２０
周
年
を
契
機
に

校
友
会
組
織
の
充
実
を
目
指
し
て

開催

会 長

副会長

幹事長
年数回

年 1回開催

(6月 )

新機 構 図

↑

徳山大学卒業生 (会員)

同 窓 会

事

査

幹

監

事
務
局
長

磯

村

泰

将
（
四
期
生
）

４
１
期
　
別

ネ
ー
職
　
域

（支
部
）

ネ
ー
地
　
域

小
―

ク

ラ
ブ

幹事会 (幹事)

15名～20名

評議会 (評議員)

40名 ～50名

:難難

‐―■liヽ

夕 メヽ
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t

平
成

二
年
十

一
月

二
十

一
日
付
け
毎
日
新
間

二
面

の

”
ひ
と
“
の
欄
に
次

の

よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。三

年
に

一
度
、
各
国
の

バ
ー
経
営
者
、
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
た
ち
が
集
う
国
際
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

（
ｌ
Ｂ

Ａ
）
主
催
の
世
界
大
会
。

今
年
は
メ
キ
シ
コ
市
の
ホ

テ
ル
で
今
月
上
旬
の
五
日

間
開
か
れ
、
三
十
三
カ
国

の
六
百
人
が
連
日
連
夜
、

飲
み
、
語
り
合
い
、
踊

っ

た
。
そ
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
は
各
国
の
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
が
五
分
の
制
限
時
間
で

カ
ク
テ
ル
づ
く
り
の
技
と

味
を
競
う
国
際
カ
ク
テ
ル

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）。
日
本
か
ら
も
食
前

酒
、
食
後
酒
、　
ロ
ン
グ
ド

リ
ン
ク
ス
の
各
部
門
に

一

人
ず

つ
二
人
が
出
場
し
た
。

森
さ
ん
は
二
十
七
カ
国
二

十
七
選
手
が
競

っ
た
食
前

酒
部
門
で
技
術
１３
点

（３０

点
満
点
）
味
８５
点

（
‐００
点

満
点
）、
合
計
９８
点
の
最
高

点
を
得
た
。
十
九
回
を
数

え
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
日
本
代
表

が
優
勝
し
た
の
は
は
じ
め

て
と
い
う
。

世
界

一
の
森
さ
ん
の
創

作
カ
ク
テ
ル
は
地
元
メ
キ
シ
コ
の
代
表

酒
テ
キ
ー
ラ

「
ク
エ
ル
ボ
（ホ
ワ
イ
ト
）」

を
ベ
ー
ス

（全
体
の
半
分
）
に
ピ
ー
チ

ツ
リ
ー
と
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
二
種
の
リ

キ

ュ
ー
ル
と
レ
モ
ン
ジ

ュ
ー
ス
を
ち
ょ

っ
ぴ
り
加
え
、
最
後
に
マ
ラ
ス
キ
ー
ノ

チ

ェ
リ
ー
を
沈
め
た
、
少
し
甘
め
の
透

明
感
あ
る
も
の
で
、
名
づ
け
て
デ
ビ

ユ

タ
ン
ト

（社
交
会
に
デ
ビ

ュ
ー
す
る
女

性
）。
「
若
い
女
性
が
ち
ょ
っ
と
背
伸
び

し
て
お
酒
を
飲
む
、
そ
ん
な
姿
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
カ
ク
テ
ル
で
す
」

‥
　
後
略

電
話
で
ご
本
人
に
お
た
ず
ね
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
大
学
時
代
は
友
だ
ち
同
志

の
交
流
を
い
ち
ば
ん
大
切
に
考
え
て
過

ご
し
た
と
大
学
時
代
の
こ
と
を
話
さ

れ
、
特
に
日
下
寮

（か
つ
て
の
大
学
寮

で
徳
山
市
の
隣
町
の
新
南
陽
市
政
所
に

あ

っ
た
。
現
在
も
そ
の
建
物
は
残

っ
て

い
る
。
）
に
い
た
友
人
た
ち
と
の
こ
と
が

印
象
に
残

っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
た
。

現
在
伊
予
三
島
市
で
カ
ク
テ
ル
バ
ー

「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
」
を
経
営
、
Ｏ
Ｂ
の

み
な
さ
ん
、
お
近
く
に
行
か
れ
た
際
は

是
非
立
ち
寄

っ
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し

て
、
世
界

一
の
カ
ク
テ
ル
を
味
わ
い
な

が
ら
、
森
さ
ん
と
話
な
ど
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

森
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
」

肌
〇
八
九
六
―
二
三
―
三
八
〇
七

項 予 算 額 決 額

前 期 操 越 金

`,40.1,,

会 費
第

追

推

費
16期 ■会賀
徴 会 費
薦 会 費

会

,,,0010

,,0,,
`,6●

OOO

特 別 会 計 操 入 金 特 別会計繰 入金

収

雑

受

〃
篭
５‐

事業積立基金取崩し 事業積立基金取崩 し

,'01 1``

平 成 2年 度 予 算 平 成 元 年 度 決 算

平
成
元
年
度
決
算
並
び
に
、
平
成

二
年
度
予
算
の
ご
報
告
を

左
記
の
と
お
り
致
し
ま
す
。

〔本
　
　
部
〕

会
　
長
　
豊
岡
　
正
行

　

（
一
期
）

〒
七
四
五

徳
山
市
岡
田
町
九
―
二
五

コ
ー
ポ
岡
二
〇

一
号

皿

（〇
八
三
四
）
二

一
―
七

一
四
三

〔山
口
府
東
部
支
部
〕

支
部
長
　
古
谷
　
幸
男

　

（
七
期
）

〒
七
四
五
―
〇
五

徳
山
市
中
須
南

一
一
二
四

肌

（〇
八
三
四
）
八
九
―
〇
三
〇
三

〔広
島
支
部
〕

支
部
長
　
長
谷
川
　
洋

〒
七
三
〇

広
島
市
西
区
上
天
満
町
二
―

一
六
―
〇
五
〇
四

皿

（〇
八
二
）
二
九
四
―
五
二

一
七

（関
東
支
部
〕

支
部
長
代
行
　
中
村
　
厚
彦

（
二
期
）

〒

一
〇
四

東
京
都
品
川
区
東
品
川
三
丁
目
十
六

Ｂ
　
東
品
川

ハ
イ
ツ
二
〇
三
号

肌

（〇
三
）
四
七
四
―
八
三
四
七

収 入 の 部収 入 の 部

支 出 の 支 出 の 部

・　
　
ヽ

科 予 算 額 項 予 算 額

前 期 ,越 金 2.``,``0 前 期 繰 越 金 22```68

会

第17期 生 入会金

第 17期 生 会 費

t徴 会 費

推 湾 会 費

,O OOO

80010

27,000
受 取 刊 息 ,O00,

計 10,2●
`,8

計 1,.,2●

`,`

科 項 目 予 算 額

会 務 運 営 費

姜 i

渉

曖

諸

旅 _

営 費

議

信

託 手 数

務

外

際

費 交 通

件

費
費
費

費
費
費
費
費
費
費
費

会 務 2,,8.11,

部 費

部 費

企 画 部 費

晴 宣 部 費

組 織 強 化 部費

建 金 元 年 度 分

事 業 積 立 基 金 ,8,,000
■,,,.00,

う 備 費 予 備 費

操 越 金 旭 金 22```,`
,,0,.`,1

科 予  算 額 嗅 富 予 算 額

.・ 務 運 営 費

備  品   費

会  議  費

通  信   費

委 託 手

“

料

事   務  費

渉  外  資

慶   弔  費

諸  会  費

交  際  費

旅 費 交 通 費

記 念 品 費

人  件  費

`00,0

2,0,00

,,00,

,00,,,
,00,,,

費 1.7S`,,C
企 画 部 費

情 宣 部 費

組 織 強 化 部 費

基 金

``00111

事 業 積 立 基 金

20周 年 富 業積立

31●000●

予   備   費 予  備  費

計 10.,2● 4,, 計 lo826`,e

支
部
連
絡
先

平
成
元
年
度
決
算

平
成
二
年
度
予
算

報

告

編

集

後

記

今
年
も
年
の
瀬
と
な
り
ま
し
て
、
○

Ｂ
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
お
忙

し
い
頃
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
本
館
の

一
階
に
校
友
会
の
た
め
の
事
務
室
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
に
対

し
て
、
ま
た
、
校
友
会
に
対
し
て
い
ろ

い
ろ
な
お
考
え
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、　
一
度
お
訪
ね
い
た
だ
い
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
校
友

会
誌
を
作
成
す
る
に
あ
た

っ
て
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
甚
な
る
感

謝
を
中
し
上
げ
ま
す
。

ヽ

費


